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る
こ
と
や
渇
水
時
に
水
需
要
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
に
よ

り
達
成
で
き
る
が
、
い
ず
れ
も
使
用
者
の
経
済
的
負
担

や
不
便
さ
を
増
す
こ
と
に
な
る
。
こ
の
ト
レ
ー
ド
オ
フ

に
つ
い
て
、
行
政
は
利
用
者
に
情
報
を
提
供
し
選
択
に

関
わ
る
意
思
を
議
会
を
通
じ
て
示
し
て
も
ら
う
必
要
が

あ
る
。

　

上
下
水
道
は
巨
大
な
施
設
産
業
で
あ
り
、
水
消
費
量

に
応
じ
て
施
設
を
随
時
拡
大
縮
小
で
き
る
よ
う
に
は
な

っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
施
設
寿
命
は
構
造
物
で
は
五
〇

年
を
超
え
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
計
画
論
の

観
点
か
ら
は
、
水
需
要
を
構
造
物
寿
命
時
間
単
位
で
推

定
し
、
無
駄
の
少
な
い
施
設
計
画
を
立
て
る
こ
と
に
よ

り
、
低
コ
ス
ト
化
が
図
れ
る
。

　

上
水
使
用
量
と
下
水
量
の
減
少
に
関
わ
る
技
術
的
課

題
と
し
て
、
配
水
管
路
や
下
水
管
渠
が
大
き
さ
そ
の
ま

ま
で
は
水
量
減
少
は
流
速
を
遅
く
し
滞
留
時
間
を
増
加

さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
、
上
水
道
で
は
消
毒

効
果
の
保
証
を
危
う
く
し
な
い
よ
う
に
管
路
の
縮
径
や

配
水
管
網
に
お
け
る
細
や
か
な
流
量
制
御
が
求
め
ら
れ

る
こ
と
に
な
る
し
、
下
水
道
で
も
硫
化
水
素
の
発
生
を

抑
え
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
劣
化
を
促
進
さ
せ
な
い
よ
う
に

す
る
た
め
に
施
設
容
量
の
縮
小
か
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
防

食
処
理
が
必
要
に
な
る
。

　

巨
大
施
設
に
よ
り
提
供
さ
れ
る
水
の
効
率
的
利
用
は
、

単
な
る
節
水
行
動
だ
け
で
は
な
く
、
行
政
の
長
期
に
わ

た
る
施
設
計
画
技
術
、
滞
留
時
間
を
長
く
し
な
い
管
渠

系
の
改
良
技
術
、
費
用
負
担
と
不
便
さ
の
需
要
に
関
わ

る
使
用
者
の
理
解
等
に
よ
り
支
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

年
異
常
気
象
が
頻
繁
に
発
生
し
渇
水
リ
ス
ク
が

増
し
て
き
て
い
る
。
一
方
、
人
口
が
微
増
し
て

い
る
首
都
圏
と
地
方
の
い
く
つ
か
の
大
都
市
で
は
水
道

給
水
量
は
増
加
し
な
く
な
り
、
人
口
減
少
期
に
入
っ
て

い
る
他
の
都
市
で
は
水
需
要
の
絶
対
量
が
減
少
し
つ
つ

あ
る
。
ま
た
工
業
用
水
で
は
水
余
り
現
象
が
生
じ
て
い

る
。
農
業
用
水
は
全
水
使
用
量
の
七
〇
％
を
占
め
て
い

る
が
、
こ
れ
も
増
加
傾
向
に
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
水
の
効
率
的
利
用
が

叫
ば
れ
て
い
る
。
水
の
効
率
的
利
用
と
は
、
単
に
節
水

す
る
だ
け
で
は
な
く
、
取
水
か
ら
海
域
へ
の
排
出
に
至

る
ま
で
の
一
連
の
過
程
に
お
け
る
低
コ
ス
ト
化
、
低
炭

素
化
、
省
資
源
、
生
態
系
保
全
を
図
り
つ
つ
、
水
不
足

リ
ス
ク
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
行
政
か
ら

配
布
さ
れ
る
パ
ン
フ
に
は
水
の
効
率
的
利
用
と
し
て
、

管
路
に
お
け
る
漏
水
減
少
、
水
質
低
下
に
応
じ
た
多
重

回
利
用
、
下
水
高
度
処
理
水
の
再
利
用
、
雨
水
の
利
用
、

地
下
水
の
活
用
が
よ
く
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

社
会
的
視
点
で
見
る
と
、
純
然
た
る
上
水
使
用
量
の

減
少
は
水
不
足
リ
ス
ク
を
低
下
さ
せ
水
処
理
費
を
減
ら

す
こ
と
に
な
る
と
と
も
に
、
下
水
処
理
水
の
水
質
を
向

上
さ
せ
る
が
、
上
下
水
道
の
資
本
費
は
変
化
せ
ず
、
個

別
循
環
や
広
域
循
環
の
再
利
用
で
は
汚
水
処
理
費
、
雨

水
利
用
で
は
施
設
費
が
加
算
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
一

方
、
上
水
使
用
量
の
減
少
は
水
道
料
金
の
値
上
げ
に
つ

な
が
る
可
能
性
が
大
き
い
。

　

水
不
足
リ
ス
ク
の
低
下
は
、
社
会
的
要
請
で
あ
る
の

で
、
施
設
を
整
備
し
水
供
給
可
能
量
に
余
裕
を
持
た
せ
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